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鮫島　春男 議員

施
政
方
針
を
問
う

市
町
村
合
併
は
本
町
の
重
要
課
題

大崎第一中学校

大崎中学校

菱田中学校

どうなった

あの一般質問の行方は

10

中
学
校
の
統
合
を

　
　
ど
う
進
め
る
か

鮫
島
議
員

　

学
校
の
あ
り
方
検
討
委

員
会
で
、
中
学
校
に
お
い

て
は
早
い
段
階
で
一
校
に
統

合
す
る
事
が
望
ま
し
い
と

い
う
答
申
だ
が
、
一
校
に

す
る
の
は
総
論
賛
成
だ
が
、

各
論
に
入
っ
た
ら
反
対
論

が
予
想
さ
れ
る
が
、
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

平
成　
年
度
を
目
標

町
長

　

私
は
こ
の
答
申
を
尊
重

し
、
中
学
校
に
つ
い
て
は
、

統
合
が
必
要
で
あ
る
と
思

う
。
大
崎
中
学
校
を
基
軸

に
、
大
崎
第
一
中
学
校
区

と
菱
田
中
学
校
区
の
保
護

者
・
地
域
の
方
々
と
意
見

交
換
を
実
施
し
て
い
く
。

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
は

鮫
島
議
員

　

次
期
総
合
計
画
策
定
に

当
た
り
、
住
民
参
加
を
ど

の
よ
う
に
図
る
か
。

住
民
の
意
向
を

　
反
映
し
策
定
す
る

町
長

　

次
期
総
合
計
画
の
策
定

に
当
た
り
、
広
く
町
民
の

皆
さ
ん
の
要
望
や
意
見
を

聞
き
、
住
民
意
向
を
把
握

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
、
素
案
は
住
民
に

公
表
し
、
広
く
意
見
・
情

報
を
お
聞
き
す
る
為
の
パ

　

町
長
は
、
合
併
問
題
を

重
要
課
題
の
一
つ
と
認
識

し
、
引
き
続
き
努
力
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
は

ど
の
よ
う
な
方
向
で
進
め

て
い
く
の
か
。

志
布
志
市
と
の
協
議

　
は
、
今
後
も
継
続

町
長　

　

将
来
的
に
は
、
実
施
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
で
あ
る
。
合
併
推

進
に
向
け
、
必
要
な
情
報

の
交
換
も
随
時
お
こ
な
っ

て
い
く
。

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
を

予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

総
合
計
画
審
議
会
の
委
員

に
住
民
代
表
を
任
命
し
、

住
民
と
の
共
生
・
協
働
に

よ
る
新
た
な
戦
略
的
計
画

づ
く
り
を
目
指
す
。

三
期
目
の

　
重
点
施
策
は
何
か

鮫
島
議
員

　
　

町
長
は
、
二
期
八
年

の
経
験
を
通
し
、
人
は
地

域
の
大
切
な
財
産
で
あ

り
、
歴
史
・
文
化
・
産
業

発
展
の
原
動
力
を
感
じ
て

い
る
と
い
う
が
、
今
後
設

置
を
計
画
し
て
い
る
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
の
骨
子
も

ま
だ
作
成
さ
れ
て
お
ら

ず
、
施
政
方
針
に
も
具
体

的
な
中
身
は
見
え
て
こ
な

い
。
あ
と
四
年
間
で
何
を

す
る
の
か
。

行
政
改
革
を
推
進
し

　
健
全
経
営
を
維
持

町
長

　

現
時
点
に
お
け
る
重
点

施
策
は
、
合
併
に
関
す
る

こ
と
、
健
全
財
政
の
維
持
、

農
畜
産
業
や
商
工
水
産
業

の
振
興
、
安
全
・
安
心
な

暮
ら
し
と
、
命
を
守
る
施

策
や
若
者
定
住
策
、
ス
ー

パ
ー
エ
コ
タ
ウ
ン
大
崎
へ

の
挑
戦
や
ス
ポ
ー
ツ
と
観

光
・
歴
史
・
文
化
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
。

※�パブリックコメントとは、公的な機関が規則あ
るいは命令などの類を制定しようとするとき
に、広く公に、意見・情報・改善案等を求める
手続をいう。

まちづくりの一環で行っている
ビーチバレー


